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最新号 Volume 15（2018 年 3 月）では、以下の論文を掲載しています。 
 
――Full Length Articles―― 
An assessment of historical Antarctic precipitation and temperature trend using CMIP5 models 
and reanalysis datasets 






（CFSR）、気象庁 55 年再解析（JRA-55）、MERRA 再解析データ 1979—2005 年を使って評価した。降
水に関しては、時系列データから MERRA と JRA-55 では 1979—2005 年に増加しているのに対し、
ERA-Int と CFSR では変化していない。再解析データ同士は相関が低かった（通常 0.69 以下）。
CMIP5 モデルでは 37 モデルが増加傾向で、そのうち 18 は有意であった。CMIP5 多モデル平均値
（MMM）も 0.29±0.06 mm/年という有意な増加傾向を示した。地上気温については、再解析データは
有意な変化は示さなかったが、相互には有意な相関があり、CMIP5 の MMM では有意な増加傾向がみ
られた。しかしながら、降水と地上気温 MMM の変動度は変化傾向の優位性を左右するものである。モ
デル毎の降水の大きな違いの原因の一つは CMIP5 モデルの分解能の違いである。 
 
Predictability of the 2012 Great Arctic Cyclone on medium-range timescales 
Akio Yamagami, Mio Matsueda, Hiroshi L. Tanaka 
北極低気圧（AC）は北極域の環境に大きな影響を与えるため、その正確な予測は重要である。本研究
では、現業中期アンサンブル予報を用いて 2012 年 8 月 6 日に最小中心気圧 964 hPa を記録した AC
（AC12）の予測可能性を調べた。その結果、AC12 の発達と中心位置を正確に予測できるようになるの






Bulk chemical compositions of Antarctic meteorites in the NIPR collection 










Oxygen isotope reservoirs in the outer asteroid belt inferred from oxygen isotope systematics of 
chondrule olivines and isolated forsterite and olivine grains in Tagish Lake-type carbonaceous 
chondrites, WIS 91600 and MET 00432 
Masakuni Yamanobe, Tomoki Nakamura, Daisuke Nakashima 
本研究では小惑星帯外縁部（4-5AU）の酸素同位体比を理解するため、同領域に分布する D 型小惑星を
起源にもつ Tagish Lake-type 隕石中のコンドリュールの酸素同位体比分析を行った。その結果、1718O
値は傾き１の直線である CCAM と PCM ラインに沿って分布し、18O 値の範囲は-9.9‰から+9.1‰であっ
た。また Mg# (= molar% MgO/[MgO+FeO])の減少に伴い、17O (= 17O – 0.52 × 18O)の値が増加する負の





Benthic diatoms from Potter Cove, 25 de Mayo (King George) Island, Antarctica: Mucilage 
and glucan storage as a C-source for limpets 
Yasmin Daglio, Hernán Sacristán, Martín Ansaldo, María C.Rodríguez 
南極キングジョージ島、Potter Cove の海岸に陶器のタイルを設置し、25 日間でのバイオフィルムの発
達実験を行った。バイオフィルム中では珪藻が優占したが、そこから a）細胞外粘液質の特徴、b）植物
相の同定、c）カサガイの一種 Nacella concinna を用いた囓り取り実験を行った。バイオフィルムの粘液
層は、タンパク質と炭水化物からなり、グルカノ-クリソラミナリンやグルコースなどの多様な単糖類が
含まれていた。珪藻を同定したところ、Pseudogomphonema kamtschaticum が優占し、Navicula など
がそれに続く事が明らかになった。カサガイによる囓り取りは、24 時間で 5～30%で、EPS とクリソラ
ミナリンは彼らの炭素源となっていることが示唆された。 
 
New application of two Antarctic macroalgae Palmaria decipiens and Desmarestia menziesii in 
the synthesis of gold and silver nanoparticles 
N.González-Ballesteros, J.B.González-Rodríguez, M.C.Rodríguez-Argüelles, M.Lastra 
本研究では、ナノ物質の生合成に使用することを報告するために、2 種の南極産大型藻類（紅藻の





類 2 種の金ナノ粒子（Au@PD および Au@DM）の平均直径は、それぞれ 36.8±5.3 および





Vertical distribution of the sound-scattering layer in the Amundsen Sea, Antarctica 





後方散乱（1m 深さ）を用いて計算し、音響散乱層（SSL）の垂直変動を特定した。 WMDs は主に 50〜
130m に分布し、明確な地域差を示した。 WMDs は、海氷域と沿岸ポリニアでは 48〜84m の浅い深度





Comparison of the seasonal variability in abundance of the copepod Pseudocalanus newmani in 
Lagoon Notoro-ko and a coastal area of the southwestern Okhotsk Sea 
Mitsuaki Kitamura, Yoshizumi Nakagawa, Yasuto Nishino, Susumu Segawa, Akihiro Shiomoto 
 








Assessment of topsoil contamination near the Stanisław Siedlecki Polish Polar Station in 
Hornsund, Svalbard, using magnetic methods 















Sedimentological and geochemical investigations to understand source of sediments and 
processes of recent past in Schirmacher Oasis, East Antarctica 
Shabnam Choudhary, Anoop Kumar Tiwari, G. N. Nayak, Purnima Bejugam 








に、L-6 コアでは砂や泥に、そして GL-1 コアではシルトと有機物と強く関係していることは、それぞ
れの物質が金属の分布を規制しているということを示している。GL-1 の湖でのカドミウムは全有機炭




The response of tundra springtails (Collembola, Hexapoda) to human activity on the Murman 
coast of the Kola Penisula, Russia 
Izabella Olejniczak, Paweł Boniecki, Anita Kaliszewicz, Ninel Panteleeva 
ロシアの Kola 半島、Dalne Zelentsy 居留地において、3本のトランセクトを取りトビムシの分布を調査
した。トビムシ数は、居留地から離れるほど多かったが、トランセクトによって結果は異なった。7 種の
トビムシが見いだされたが、特に Parisotoma notabilis は全域で見つかった。トビムシ群集の種多様性
の傾向は明らかでなく、多様度指数は 1.36～2.08 であった。
